
い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
306
回

　

「
和
泉
木
綿
の
は
じ
ま
り
と
展
開
」

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
307
回

　
「
絵
図
を
よ
む
④
〜
幕
府
主
導
の
絵
図
作
成
事
業
、

国
絵
図
と
分
間
絵
図
〜
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉔
　　　～旅引付編（8）「上大木の吊り橋」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　

前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、
村
絵
図

は
一
村
分
の
範
囲
を
絵
図
に
し
た
も

の
で
、
生
産
高
や
村
勢
（
人
口
、
用

水
、
地
理
な
ど
の
諸
情
報
）
を
絵
図

に
書
き
加
え
た
も
の
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
村
絵
図
を
絵
図
作
成
担
当

の
大
名
が
各
村
に
提
出
さ
せ
て
、
自

身
の
も
と
で
一
国
の
絵
図
に
集
約
さ

せ
て
幕
府
へ
提
出
し
た
も
の
が
国
絵

図
と
な
り
ま
す
。

　

絵
図
の
作
成
は
、
基
本
的
に
作
図
を

絵
師
、
測
量
な
ど
は
大
名
の
命
令
を
受

け
た
役
人
や
学
者
に
担
当
さ
せ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。「
和
泉
国
分
間
絵
図
」
の

場
合
で
は
、
大
坂
町
奉
行
が
各
村
に
村

と
村
の
道
の
り
、
川
、
池
な
ど
の
ほ
か

名
所
旧
跡
な
ど
を
記
し
た
絵
図
を
作
成

さ
せ
、
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
て
各
郡
の

絵
図
（
大
鳥
郡
、
泉
郡
、
南
郡
、
日
根

郡
）
を
作
成
し
、
更
に
４
郡
分
の
絵
図

を
一
つ
の
絵
図
に
し
た
も
の
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
絵
図
名
に
あ
る
「
分
間
」

は
山
野
の
距
離
を
測
り
、
そ
れ
を
記
し

た
図
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
絵
図
作

成
時
に
村
同
士
の
距
離
や
方
向
、
村
の

大
き
さ
な
ど
を
明
記
し
た
こ
と
か
ら
こ

の
語
を
用
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
続
い

て
作
成
の
経
緯
と
内
容
を
み
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

元
禄
２
（
１
６
９
６
）
年
２
月
、
和

泉
国
支
配
は
、
堺
奉
行
廃
止
に
伴
い
大

坂
町
奉
行
の
も
と
へ
移
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
大
坂
町
奉
行
は
新
た
に
支

配
下
と
な
っ
た
和
泉
国
の
地
理
、村
落
、

支
配
関
係
な
ど
の
様
々
な
情
報
を
把
握

す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。同
年
７
月
、

町
奉
行
は
、
和
泉
国
の
情
報
把
握
の
た

　上大木蓮華寺の石積みを抜けて「真瀬のひじ岩」を通り、
樫井川沿いを上流に歩くと、大阪府内唯一の重要文化的
景観に指定された「日根荘大木の農村景観」の構成文化
財の一つである上大木の吊り橋が現れます。
　木造床板で長さ約30ｍ、幅約2.1ｍ、川底まで約4ｍの
規模となる吊り橋で、末永く地域の貴重な文化財として
継承されるよう、令和元年に地元町会によって改修され
ました。その竣工の際に、元々吊り橋に名称が無かった
ため、「野那歩（やなぶ）の吊り橋」という名前が公募で
決定されました。「やなぶ」というのはこの地区の小字名
で、元々は現在、下流に付けられている「恩随橋（おん
ずいばし）」が架けられていた場所であることから、古く
はこの地域のメインストリートであったと考えられます。

野那歩の吊り橋

▶
「
和
泉
国
分
間
絵
図
」
に
描
か
れ

た
大
木
地
区

め
に
和
泉
国
の
各
所
へ
達
し
て
上
述
の

絵
図
の
作
成
を
命
じ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
各
村
は
自
村
の
情
報
を
記
し
た
絵
図

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

作
成
に
際
し
て
は
、
農
村
同
士
で
取
り

決
め
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で

紹
介
し
て
き
た
絵
図
に
は
、
争
い
、
訴

訟
の
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
分
間
絵
図
作
成
に
あ

た
り
提
出
さ
れ
た
絵
図
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
村
同
士
で
争
い
に
な
っ
て
も
、

村
境
の
証
拠
と
な
ら
な
い
よ
う
に
あ
え

て
村
境
は
不
明
確
に
し
よ
う
と
約
束
を

交
わ
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
農
民
に
と
っ
て

国
絵
図
を
訴
訟
に
利
用
す
る
こ
と
は
タ

ブ
ー
で
あ
り
、
国
絵
図
と
は
別
に
訴
訟

に
利
用
す
る
絵
図
を
作
成
し
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

縮
尺
は1/16200

で
、
描
写
は
和

泉
国
の
情
報
を
知
る
と
い
う
目
的
で

作
成
が
指
示
さ
れ
た
た
め
、
自
然
地

形
や
海
岸
部
の
砂
浜
と
の
境
に
は
沖

ま
で
の
距
離
や
水
深
な
ど
の
情
報
、

街
道
の
名
称
、
川
の
名
前
な
ど
が
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
・
集

落
は
黄
色
で
着
色
し
、
丸
形
・
長
方

形
な
ど
で
町
場
の
長
さ
、
村
の
領
域

を
表
現
し
つ
つ
、
枝
村
・
出
在
家
な

ど
の
集
落
は
本
村
の
丸
形
よ
り
も
小

さ
い
円
で
描
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
描
か
れ
た
村
や
集
落
の
様
相
は
、

約
３
０
０
年
前
の
泉
佐
野
市
域
の
集

落
分
布
を
み
る
う
え
で
非
常
に
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
大
木
村
に
は

「
大
木
ノ
内
」
と
付
記
さ
れ
た
集
落
が

８
集
落
（
五
所
谷
出
、
大
和
、
若
崎
、

奥
出
な
ど
）、日
根
野
に
は「
日
根
ノ
ヽ

内
」
と
付
記
さ
れ
た
集
落
が
12
カ
所

（
峡
〔
そ
わ
〕、
東
上
、
溝
口
、
西
出
、

心
道
出
な
ど
）
確
認
で
き
、
本
村
と

出
村
（
集
落
）
で
１
つ
の
村
が
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
神
社
や
寺
な
ど
の
信
仰

施
設
、
古
城
や
塙
団
右
衛
門
、
淡
輪

重
政
の
石
塔
な
ど
名
所
旧
跡
も
描
か

れ
て
お
り
、
幕
府
主
導
の
国
絵
図
と

は
別
物
の
国
絵
図
と
し
て
仕
立
て
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
和
泉
国
分
間
絵
図
」
は
、
大
坂
町

奉
行
に
よ
る
和
泉
国
支
配
の
た
め
の

情
報
把
握
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ

た
絵
図
で
す
が
、
そ
の
描
写
に
は
農

村
同
士
の
争
論
に
際
す
る
約
束
、
川

の
名
称
や
人
が
住
む
空
間
の
諸
情
報

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
民
衆

世
界
を
描
い
た
絵
図
で
も
あ
り
ま
し

た
。
日
根
郡
の
民
衆
世
界
を
描
い
た

分
間
絵
図
は
、
７
月
25
日
㈰
ま
で
開

催
の
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
春
季
企
画

展「
絵
図
を
よ
む
」に
て
展
示
中
で
す
。
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